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群馬県災害福祉支援  ネットワーク構築へ向けてネットワーク構築へ向けて
と地域住民を守る仕組み

　

災
害
支
援
と
い
う
と
、
自
衛
隊

の
災
害
派
遣
、
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
想
像
す
る
方
が
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
多
く
の

施
設
利
用
者
を
内
陸
の
福
祉
施
設

で
受
入
れ
、
被
災
し
た
福
祉
施
設

を
支
え
る
た
め
内
陸
や
他
県
の
福

祉
施
設
か
ら
職
員
が
数
多
く
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
避
難
所
に
お
い
て
は
、
乳

幼
児
・
認
知
症
・
障
害
な
ど
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
達

が
避
難
所
の
生
活
に
な
じ
め
ず
に

苦
労
を
強
い
ら
れ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
際
、
福
祉
専
門
職
と
し
て

支
援
を
し
た
い
と
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
た
が
専

門
性
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
例
も

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
も
あ
り
、
平

成
24
年
度
よ
り
厚
生
労
働
省
を
中

心
に
大
規
模
災
害
時
に
、
広
域
的

に
福
祉
人
材
の
派
遣
を
行
い
、
支

援
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
起
こ
り
、

各
県
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
異
な

る
福
祉
専
門
職
（
一
定
以
上
の
経

験
年
数
を
持
つ
有
資
格
者
を
想
定
）

の
派
遣
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に

も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

人
た
ち
を
支
え
る
仕
組
み
の
構
築

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
一
昨

年
２
月
の
大
雪
、
昨
年
の
突
風
災

害
等
で
の
支
援
活
動
、
ま
た
、
隣

県
の
栃
木
県
や
茨
城
県
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
27
年
９

月
東
北
・
関
東
豪
雨
災
害
で
の
活

動
状
況
等
も
踏
ま
え
、
今
後
、
起

こ
り
得
る
災
害
に
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
県
行
政
、

福
祉
施
設
、
そ
の
他
の
福
祉
関
係

団
体
、
ま
た
医
療
と
も
連
携
し
、

地
域
で
の
よ
り
よ
い
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
県
と
の
協
働

に
よ
り
、
県
内
の
18
福
祉
関
係
団

体
、
２
つ
の
広
域
団
体
に
ご
参
画

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
土
台

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
平

成
26
年
10
月
に
は
災
害
福
祉
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
検

災害福祉広域支援ネットワークとは　
・厚生労働省から各都道府県単位で福祉関係者を中心とした協議会を整備して欲しいとの依頼（H24.12）
・各都道府県単位での協議会が組成された後、全国ネットの構築をすることを想定（現在、約20あまりの都道府県が検討中）
・協議会事務局が、災害発生時の人材派遣や施設利用者の相互受入などをコーディネートする。

（1）利用者の受入体制整備
（2）職員派遣体制の整備
（3）福祉専門職派遣チームの整備
　　・実施主体：都道府県
　　・根　　拠：なし（厚労省からの要請）

・利用者受入
・応援職員派遣

災害福祉広域支援ネットワークの機能

施設間連携
各
施
設
団
体

被 災 地
福 祉 施 設

被災地（福祉）
避難所

施設間連携

災害福祉
広域支援
ネットワーク
事務局

調整

・福祉専門職派遣
　　避難所における
　　福祉祉ニーズの把握等

災害福祉支援ネットワーク検討会の様子

災害福祉支援ネットワーク研修会の様子



  福祉ぐんま№256（2016　春号）

3

　平成27年４月の生活困窮者自立支援法の施行や介護保険制度における新しい総合事業への移行、生
活支援体制整備の取り組みなど、地域福祉推進に大きな影響をもたらす制度改革が進められています。
そうした中、社会福祉法人制度についても見直しが行われ、公益性・非営利性の徹底や情報公開、地域
社会への貢献など、社会ニーズに合致した法人制度に変革することが目指されています。
　本年度のトップセミナーは、ルーテル学院大学学事顧問・教授の市
川一宏氏を講師に招き、「社会福祉法人制度改革とこれからの社協経営」
というテーマで、地域福祉推進の中核的な存在たるべき社協の今後の
あり方についてご講演いただきました。社会福祉法人制度改革により、
今後、社会福祉法人・社会福祉施設と地域との関わりが強まる中、社
協にとって法人・施設とどのように連携していくのかが課題であると
ともに、関係者に対し改めて社協の使命や存在意義を伝えていく必要
があります。参加いただいた社協の役職員のアンケートでは「これか
らの社協活動の参考になった」という感想の他、「地域の人たちとしっ
かりしたネットワークを作り上げられるよう頑張りたい」など今後の
活動に対する意欲が挙がっていました。

群馬県災害福祉支援  ネットワーク構築へ向けて群馬県災害福祉支援  
災害時に福祉サービス利用者 

討
会
を
立
ち
上
げ
、
以
降
、
各
団

体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
関
係

者
に
よ
る
会
議
の
推
進
、
研
修
会

の
実
施
等
を
と
お
し
て
協
議
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。

　　

平
成
27
年
度
は
、災
害
福
祉
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
二

つ
の
柱
で
あ
る｢

施

設
間
連
携｣

と｢

福

祉
専
門
職
派
遣
チ
ー

ム
の
組
成｣
に
つ
い

て
具
体
的
な
動
き
出

し
を
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
柱
の
一
つ

で
あ
る
同
一
種
別
施

設
間
に
お
け
る｢

施

設
間
連
携｣

の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
と
の
協

議
を
重
ね
、
平
成
28

年
３
月
29
日
に
11
施

設
関
係
団
体
と
県
、

県
社
協
の
13
者
に
よ

る
相
互
支
援
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ

の
柱
で
あ
る｢

福
祉

専
門
職
派
遣
チ
ー
ム

の
組
成｣

に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
中
に
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
と
の
目

標
の
下
、関
係
者
か
ら
の
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、群
馬
県
災

害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
樹
立
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市町村社協トップセミナー

社協の今後のあり方について語る
市川先生

社会福祉施設の災害時における相互応援に関する協定締結式より
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講師の認定ＮＰＯ法人じゃんけんぽん　井上理事長（第２日目）

ありがとうございます
　群馬県社会福祉協議会にご寄附をいただいた皆様です。（平成27年４月１日～平成28年３月29日まで）
　心より感謝いたしますとともに、趣旨に添うように活用させていただきます。

［前橋市］上毛共済生活協同組合、公益財団法人上毛新聞厚生福祉事業団「愛の募金」、明治安田生命保険
相互会社 群馬支社

［高崎市］公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会群馬県協会
　　　　 群馬雪印メグミルク協会青年部、高崎市金井淵市住町内会　

生活支援コーディネーター養成研修生活支援コーディネーター養成研修
を開催しましたを開催しました
　いわゆる「団塊の世代」が75歳以上となる2025年を目途に、医療・介護・予防・住まい・生活

支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築を実現する必要があります。地域で高

齢者の在宅生活を支えるためには、互助を基本とした生活支援サービスの充実を図ることが必要と

され、生活支援コーディネーターは協議体とともに地域における生活支援サービスの提供体制の整

備に向けた取り組みを行います。

　平成28年３月17日（木）・18日（金）に、県社会福祉総合センターにて「群馬県生活支援コーディ

ネーター養成研修」を開催しました。第１日目にはコーディネーターに加え、協議体構成員や市町

村担当職員も参加対象とし、コーディネーターや協議体の目的や機能、役割をテーマにした講義、

先進地の取り組みの実践報告等を行いました。第２日目は、コーディネーター養成のための演習を

行い、２日間受講したコーディネーターには修了証が交付されました。今回の研修を活かし、地域

包括ケアシステム構築のため、それぞれの地域で活躍されることを期待しています。

それぞれの地域での取り組みを語る実践報告者（第１日目）
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まい年が  防災訓練  雪の国
Ⓒ越後雪かき道場「雪かきカルタ」より

　関東で唯一の特別豪雪地帯として指定されている片品村では、平
成20年に地域福祉活動計画を策定するための調査を行ったところ、
高齢者の除雪についての課題が多く寄せられました。そこで本会で
は同年から、除雪ボランティア「スノーバスターズ」の組織化に取り
組み、地域住民による助け合いの除雪支援に取り組んできました。
　しかし近年の過疎化・高齢化により、雪かきの担い手が減少してお
り、今の団塊世代が“除雪する側”から“除雪してもらう側”になる今後10年後～20年後には、益々深刻化が予
測されます。そこで本会では、国土交通省「克雪体制支援調査業務」を受け、スノーバスターズの育成強化と合
わせ「上州雪かき道場」を開催することにしました。

ゆきかきは  ２人以上で  ワイワイと
　本家の「越後雪かき道場」では、平成18年豪雪で152名の犠牲
者が出た事をきっかけに除雪安全の啓発を目的に始まり、今年で
10周年の歴史があります。その節目の年に、関東初の雪かき道場
として「のれん分け」が、今年２月３日に実現しました。
　雪かき道場では、効率的な除雪の手法ばかりでなく、周囲の安
全確認や作業の注意点などについて学習します。また実技講習には、
地元住民を師範として、雪かきのコツなどを伝授してもらい、実

際に高齢者宅の除雪作業を行い、地域の方との交流も図っています。
　参加者の皆さんには除雪作業ばかりでなく、「雪」について親しみな
がら、冬の片品村の生活状況を見てもらい、雪の降らない地域などと
の、継続的な交流の場をつくる取り組みを進めています。

ぼランティア  心かよわせ  また来年！

社会福祉法人 片品村社会福祉協議会

ボランティアセンターHel
lo!

「平成27年度ぐんまボランティアフォーラム・群馬県ボランティア連絡協議会
20周年記念事業～ありがとう 笑顔でつなぐ ボランティアの輪～」を開催しました

　誰もが住み慣れた地域で安心してその人らしく暮らして

いくために、地域を支えるボランティア活動にはどのよう

な活動が期待され、今後どのような役割が求められている

のでしょうか。県ボランティア連絡協議会の設立20周年の

節目となる今、これまでのボランティア活動をふり返りつつ、

地域福祉の現状を踏まえながらボランティア活動のこれか

らについて考えることを目的に、280名を超える参加者の

もと20周年記念事業として本フォーラムを開催しました。

　午前中は全国社会福祉協議会の渋谷篤男事務局長より

「地域福祉のいまとこれからのボランティア活動」という

テーマで記念講演をいただき、午後は３つの分科会に分か

れて地域における様々な活動について事例発表やワーク

ショップを通して意見交換・情報交換を行いました。

社会福祉法人 片品村社会福祉協議会
〒378-0415　利根郡片品村大字鎌田3946
TEL 0278-58-4812　FAX 0278-58-3718
公式HP http://katashina.jp/
 https://www.facebook.com/katashina

分
科
会
の
様
子

上州雪かき道場の様子①

上州雪かき道場の様子②

記
念
講
演
の
様
子
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　生活困窮者自立支援法の成立に伴い、藤岡市社会福祉協議会では藤岡市からの委託事業として、平成27
年４月１日より自立相談支援事業の受託運営を行っております。
　本事業では、対象者を単に経済的な困窮状態にある方だけに区切らず、その他のさまざま問題を抱えた方
を対象と考え、経済状況をよりよく安定させる「経済的自立」だけでなく、健康や日常生活をよりよく保持
する「日常生活自立」、社会的なつがりを回復・維持する「社会生活自立」を目指す支援を行っております。
　自立相談支援事業の相談窓口を、生活福祉資金貸付制度相談窓口と併せて藤岡市福祉事務所内に設置し、
あらゆる生活課題を受け止め包括的な
相談者への支援が行えるように、相談支
援員２名にて日々の相談を受けており
ます。
　また、藤岡市社会福祉協議会本所内で
は、自立相談支援事業の窓口と社会福祉
協議会との連携、また新たな地域福祉へ
のアプローチのため、主任相談支援員１
名を置いています。
　今後も、地域住民から寄せられる多様
な生活課題に対して、社会福祉協議会な
らではの寄り添い、伴走ができる窓口と
して活動してまいります。

　採用後３年未満の職員の採用時身元保証人から、身元保証人を降りたいとの申し出
がありました。
　このような場合、代わりの身元保証人を立ててもらう必要がありますか。

　身元保証書の有効期間は最長５年間でありますが、法人が特段の定めをしていない場合は、

３年間が有効となります。

　相談のありました職員は、採用後３年未満とのことですので、就

業規則の定めに従い、代わりの身元保証人を立ててもらう必要があ

ります。

　この場合、注意していただきたいことは、職員本人に身元保証人

から降りることの申し出があったことを伝えること、身元保証人に

降りる理由を聞かないことです。

●相談受付時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15　※祝日、年末年始は除く
●問い合わせ先　藤岡市役所福祉会館１階　TEL 0274-25-8456

生活困窮者自立支援事業の取り組みについて生活困窮者自立支援事業の取り組みについて
藤岡市社会福祉協議会

経 営 相 談

Ｑ

Ａ
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Ｑ　
災
害
福
祉
っ
て
？

Ａ　
大
き
な
災
害
に
よ
り

避
難
所
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
生
活

者
の
中
に
は
認
知
症
の
方
、

様
々
な
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

等
、
福
祉
的
な
配
慮
が
必
要
な

方
も
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
を
支
え
る

た
め
、
災
害
時
に
も
機
能
す
る

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
災
害
時
の
医
療

チ
ー
ム
等
の
取
り
組
み
を
『
災

害
医
療
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
福

祉
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
等
を

『
災
害
福
祉
』
と
呼
び
ま
す
。

　群馬県福祉マンパワーセンターおよび高崎市・太田市福祉人材バンクでは、福祉人材無料職業紹介事業を実施し
ています。ぜひお気軽にご利用ください。

 福祉の仕事を希望する方は… 
　窓口にご来所のうえ、求職者登録をしてください。
　求人情報等を月１回ご自宅へ郵送する他、希望の求
人があった場合、紹介状を発行しています。
 福祉施設等の従事者を募集するには… 
　インターネットでの求人登録が便利です。「福祉のお
仕事」ホームページから事業所登録を！
 こんな事業も実施しています 
　求人事業所と求職者との就職面接会や求職者を対象
とした福祉の仕事就職ガイダンスを実施しています。

 窓口は県内に３ヶ所 
○群馬県福祉マンパワーセンター
　TEL 027-255-6600　FAX 027-255-6040
　〒371-8525 前橋市新前橋町13-12

（県社会福祉総合センター６階）
○高崎市福祉人材バンク
　TEL 027-324-2761　FAX 027-320-8378
　〒370-0045 高崎市東町80-1（高崎市労使会館１階）
○太田市福祉人材バンク
　TEL・FAX 0276-48-9599
　〒373-0817 太田市飯塚町1549（太田市福祉会館１階）

福祉の仕事さがしをお手伝いします！

★ホームページ「福祉のお仕事」でも求人検索ができます。

パソコン版
　　http://www.nw.fukushi-work.jp/

モバイル（携帯電話）版
　　http://www1.fukushi-work.jp/cool/m/

　

大
学
卒
業
後
、全
く
の
素
人
の
状
態

で
福
祉
の
世
界
に
飛
び
込
み
、こ
の
春

で
丸
４
年
が
経
つ
。
地
道
に
経
験
を

重
ね
、職
場
で
も
重
要
な
役
割
を
担
う

ま
で
に
な
っ
た
今
、思
う
こ
と
は
？

ど
ん
な
お
仕
事
で
す
か
？

　

県
内
の
企
業
や
病
院
、
一
般
家
庭

な
ど
へ
お
弁
当
を
作
っ
て
配
達
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
就
労
を
目
指
す
利

用
者
さ
ん
た
ち
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
お
弁
当
注
文
や
伝
票

書
き
、
箱
詰
め
な
ど
を
行
う
事
務
班

の
サ
ポ
ー
ト
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

春
か
ら
は
新
人
も
入
る
の
で
、
自
分

は
利
用
者
さ
ん
の
支
援
計
画
作
成
を

中
心
に
担
っ
て
い
く
こ
と
に
。
今
よ

り
も
責
任
は
大
き
い
で
す
。

　

こ
こ
で
は
利
用
者
さ
ん
た
ち
の
支

援
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
全
員
が
同

じ
方
向
に
向
か
っ
て
進
み
ま
す
。
全

員
が
一
体
と
な
れ
る
雰
囲
気
を
上
司

が
作
り
上
げ
て
き
た
よ
う
に
、
自
分

も
み
ん
な
を
支
え
ら
れ
る
存
在
に
成

長
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

 

福
祉
の
現
場
で
働
い
て
み
た
印
象

は
？

　

い
い
意
味
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し

た
ね
。
そ
れ
ま
で
は
、
障
害
者
の
人
た

ち
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
多
少
の
抵
抗
感
や
戸
惑
い
は

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
を

初
め
て
訪
れ
た
と
き
、
利
用
者
さ
ん
と

職
員
の
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
。
こ

こ
に
通
う
利
用
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は

精
神
に
障
害
を
持
っ
た
方
な
の
で
、
見

た
目
は
全
く
普
通
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
仕
事
も
、
自
分
で
電
話
を
か
け

て
注
文
を
受
け
る
し
、
配
達
に
も
行
く

　

趣
味
の
テ
コ
ン
ド
ー
を
「
生
活
の
一
部
」
と
話
す
飯
野
さ
ん
。
大
好
き
な
格
闘
ゲ
ー
ム

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
憧
れ
て
町
の
道
場
に
通
い
始
め
、
現
在
の
段
位
は
２
段
。
地
道
に
基

礎
を
重
ね
、
時
間
を
か
け
て
習
得
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
面
白
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
、
そ
う
い
う
彼
ら
の
自
立
し
た
仕
事

風
景
を
見
て
い
た
ら
障
害
な
ん
て
見
え

な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
仕
事
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
？

　

自
分
の
中
で
、
障
害
と
い
う
も
の

に
対
し
て
の
壁
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。

彼
ら
は
ち
ょ
っ
と
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

て
い
る
だ
け
の
普
通
の
人
で
。
そ
れ
ぞ

れ
違
う
個
性
・
特
性
を
も
っ
た
人
た
ち

と
接
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と
毎
日
新

鮮
だ
し
、
楽
し
い
で
す
ね
。

後
輩
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
？ 

　

利
用
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
し
っ

か
り
築
い
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
一
番
。

利
用
者
さ
ん
の
支
援
計
画
を
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

を
良
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
づ
き
す
ぎ
て
も
ダ
メ
だ
し
、
距
離
の

と
り
方
を
掴
め
る
ま
で
、
じ
っ
く
り
向

き
合
う
こ
と
に
時
間
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
上
司
や
先
輩
方

に
い
ろ
い
ろ
質
問
し
な
が
ら
知
識
を
引

き
継
い
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
祉
を
目
指
す
方
に
一
言

　

大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
普
通

の
企
業
じ
ゃ
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
経

験
で
き
て
、そ
れ
が
自
分
の
力
に
な
る
。

私
の
場
合
は
、
元
々
す
ご
く
人
見
知
り

で
し
た
が
、
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

福
祉
職
は
、
自
分
が
変
わ
れ
る
職
場
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

春
号
表
紙素

敵
な
笑
顔


